
様式１（高等学校）

【高等学校用】

令和５年度学校評価 結果・学校関係者評価

５ 最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容 成果指標
（数値目標）

達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

○生徒一人ひとりの個性や特性を尊重し、主体的な学
びを促し、ほめて伸ばす授業の実践
〇新学習指導要領に対応した学習評価の工夫

○授業相互参観週間を年間２回設定する（6月・10月）。

〇学習評価に関する研修を年間１回以上設定する（10月）。

・生徒の主体的な学びを意識した授業を全教員が行う。また、参観週間等の
機会を用いて、他の教員の授業を積極的に参観する。
・各教科や「総合的な探究の時間」の評価に関する研修を計画し、実施する。 Ｂ

・年２回の授業参観週間を設け、対象教員全員が他の教員の授業を参観したが、２回以上参観できなかった教員が少数いた。しかし、相互授業参観週間を設ける
ことで生徒の主体的な学びを意識した授業づくりへの意識は高まった。
・「先生は、生徒の主体的な学びを取り入れた授業や分かりやすい授業、ほめて伸ばす授業を行っている」と回答した生徒の割合は、71.2％であった。
・前年度の研修内容を踏まえた上で、学習評価の研修を行い、理解を深めることができた。

Ｂ

・授業参観週間の取組は今後も継続してほし
い。教科ごとに違う授業の進め方であると思う
が、生徒への声かけの仕方や質問の仕方など
はヒントを得るものがあると思う。

◎自らの目標や進路実現に向けた基礎学力の定着・向
上とICTの利活用

○多様な学校設定科目による幅広い進路選択への対応を行う。
〇SAGAｅスタディを活用した生徒を100％にする。
○基礎力診断テストの学習到達ゾーン（GTZ)のD3層を各学年７０％以下に
する。

・自らの目標や進路実現にあった科目選択ができるように、各学年・担任等で
面談を行う。
・授業や自主学習でICTを活用し、個に応じた学習ができるように指導する。
・生徒にD3層の意味を理解させ、基礎力診断テストを重要な指標とした基礎
学力向上を図る。

Ｂ

・生徒の進路相談や選択科目の相談などを通して、生徒一人ひとりに寄り添った個別面談を丁寧に行うことができた。
・学習用パソコンを活用して「主体的に学習に取り組めた」生徒の割合は19.3％、「学習に取り組めた」生徒の割合は75％となり、中間評価時より活用が進んだ。
・SAGAeスタディを家庭学習で使用させることはほとんどできなかったが、リンク集の中のDeepLを使うことで、ライティング指導を個別に行うことができた。
・「基礎学力の向上や進路学習に取り組めた」と回答した生徒の割合は67.2％であった。
・基礎力診断テストのGTZのD3層について、１年生51.6％、２年生54.1％、３年生は66.7％となり、目標の70％以下を達成した。

Ｂ

・学力向上には、家庭学習も大切で、家庭学習
を通して学びを深めることができると思う。高校
だけではなく、小中学校からの問題であるが、
書て学習の必要性を生徒に伝えて理解しても
らうことも課題であり、家庭の協力も必要であ
る。

●生徒が、自他の生命を尊重する心、他者への思いや
りや社会性、倫理観や正義感、感動する心など、豊かな
心を身に付ける教育活動

◎「他者を思いやることができた」「豊かな心をはぐくむことができた」と回答
した生徒を80％以上にする。

○図書館利用者および図書貸出数を増加する（前年度比10％増）。

・学校行事や「総合的な探究の時間」において協働的な学びの場面を多く設
定する。
・人権教育、情報モラルに関する授業を実施する。
・図書館だよりを毎月発行し、図書館レイアウトを工夫する。 Ａ

・学校行事や日々の授業で、協働的な学びの場面を設定することができた。
・「他者を思いやる行動をとることができた」生徒の割合は83.1％、「豊かな心をはぐくむことができた」生徒の割合は58.8％であった。
・図書館だよりは毎月定期的に発行し、情報発信ができた。また、館内レイアウトも特集コーナーを作るなど工夫できた。
・貸出冊数は、今年度は1月末現在で1076冊（昨年度は397冊）で、前年度比271％となり、大幅に増加した。また、成果指標の前年度10％増を達成できた。
・外部団体主催の図書イベントへの参加は、日程的に厳しく、実施できなかった。次年度は参加できるよう調整したい。
・人権・同和教育に関する公開授業を全クラスで実施し、豊かな心の育成を図ることができた。

Ａ

・図書館利用者が大幅に増加したことは素晴ら
しいと思う。
・図書館に来る生徒が増えるよう、親しみやす
い空間づくりもお願いしたい。BGMを流したり、
イベントを企画するのもいいと思う。

●いじめの早期発見、早期対応に向けた取組の充実 ○いじめ防止等について「組織的対応ができている」と回答した教員を
90％以上にする。

〇「性の多様性」に着目し、教職員の理解を促進するための研修会を１回
以上開催する。

・いじめの対応についての研修・会議を年間2回以上実施する。

・人権・同和教育担当者と連携し、「性の多様性」について、成人の当事者や
スクールカウンセラーによる講話等を実施する。 Ａ

・覚知件数は18件と増加したが、ＳＮＳリテラシーやいじめ問題に関する生徒向けの講話や職員研修を実施したことで、いじめに対する認識が深まったことも要因
の１つであると考えられる。年３回実施したいじめアンケートや面談、日頃の観察等から、いじめを早期に発見し、組織的に対応することができた。
・いじめ対応について、「組織的対応ができている」と回答した教職員の割合は約91％であった。
・「人権を尊重する行動をとることができた」生徒の割合は88.1％だった。
・年間を通して「性の多様性」に関する教育を行い、職員及び生徒の理解が深まった。今後も引き続き、どの職員でも適切な推進ができるように継続していく。

Ａ

・いじめの対応については、速やかに覚知をし
ており、組織的な対応ができていると思う。

〇あいさつ運動の推進 ○あいさつを通して、互いを尊重し、良い関係性を確立できるよう、あいさ
つ運動を継続する。
〇「あいさつを積極的に行っている」と感じる生徒の数を70％以上にする。

・登下校時や集会時、授業開始・終了時のあいさつを徹底する。
・生徒会役員によるあいさつ運動を週１回実施する。

Ａ

・生徒会のあいさつ運動について、積極的に元気な挨拶を行い、年間を通して継続して実施することができた。学年の先生方にもあいさつ運動に参加していただい
た。
・「あいさつを積極的に行っている」と回答した保護者の割合は約83％であった一方で、生徒の割合は約65％であった。朝のあいさつ運動だけではなく、他の場面
においても積極的にあいさつができるよう、さらなる推進を図っていく。

Ａ

・あいさつ運動を積極的に行っていると答える
生徒が増えるよう、継続してほしい。

●望ましい生活習慣の形成 ○規則正しい生活リズムを確立させ、朝食摂取率を70％以上にする。
●「健康に良い食事をしている」生徒の割合を70％以上にする。
○歯垢要治療者、歯肉要治療者を20％未満にする。
○歯科受診率を30％以上にする。

・朝食アンケートを行い、生活習慣、食生活について振り返り、考えさせる。
・個別に歯科受診指導を行う。
・学校歯科医と連携し、ブラッシング指導を行う。

Ｂ

・朝食摂取率は83％であった（11月アンケート）。食育だよりや教科等で「食の大切さ」について呼びかけることができた。また、「健康に良い食事をしている」と回答
した生徒の割合は71.6%であった。
・６月の歯科検診結果は歯垢要治療者37.0％、歯肉要治療者30.4％という結果だった。
・歯科受診率は18.7％（１年14.3％、２年27.7％、３年12.9％）だった。目標である30％には届かなかったが、９月より２倍程伸びた（1月15日現在）。
・12月に学校歯科医によるブラッシング指導（１年）、２年生に対する歯科受診及び歯磨き指導を個別に行った。また、「歯磨き週間」を設け、昼食後に歯磨きを呼び
かける校内放送やチェックシートで取組みの確認等、歯を磨く習慣の定着を促した。

Ｂ

・朝食摂取率については予想よりも高かった。
厳木駅でのお弁当販売を週１回ではあるが始
めたことで、今後も増えていってほしい。

〇部活動の活性化 ○部活動入部率65％以上にする。
〇部室や活動場所の整理整頓と施錠の徹底に関する注意喚起を年4回以
上行う。

・４月に体験入部を２日間設定し、新入生全員参加を促す。
・部活動ごとに練習計画表を発行する。

Ｃ

・部活動入部率50.26％（体育部57名、文化部43名 11月末現在）であった。生徒会役員による入部の呼びかけを集会や放送で行ったが、入部率は6割を割ってお
り、次年度は部活動入部率を高める手だてを検討したい。。
・各部活動ごとの練習計画表等の発行は継続して実施しており、休養日の確認もできている。部室検査を５月、６月、11月に実施、適切に使用できていることを確
認した。

Ｃ

・部活動に入部しない理由は入りたい部活動が
ないからなのか、理由の検証を行ってほしい。
１年次の部活動加入率を上げる手立てを検討
してほしい。

●業務改善・教職員
の働き方改革の推
進

●業務効率化の推進と時間外在校等時間の削減 ●教育委員会規則に掲げる時間外在校等時間の上限を遵守する。

〇年次休暇を年間14日以上取得する。

・定時退勤日の設定（月曜日）と掲示や口頭による啓発を行う。
・学校行事・学校運営の精選や見直しによる業務効率化を図る。
・夏季休業中に学校閉庁日（８月８日～１５日）を設定し、教職員が休暇を取
得しやすい環境を整備する。
・部活動休養日の設定と、部活動の活動方針に基づいた活動を徹底し、複数
顧問のシフト制を推進する。

Ａ

・毎週月曜日に定時退勤推進日の掲示ボードを掲げ、朝礼連絡にも掲載して、啓発を行った。
・８月に学校閉庁日を８日間設定し、夏季休暇５日間は全員取得した。
・年次休暇について、年度途中に２回、各職員に対して取得状況の個票を配布し、ワークライフバランスの啓発を行った。正規職員の取得日数の平均は年間1５日
（前年度１１日）となり、目標を達成できた。また、働き方改革を推進するうえで、健康管理にも気を配り、再検査対象者の再受診率100％となった。
・部活動休養調査を毎月実施し、活動方針に基づいた活動や複数顧問シフト制、休養日の設定を守ることができた。

Ａ

・管理職の先生方が積極的に声掛けをして、仕
事と休みのワークライフバランスを意識して、
目標を達成できていると思う。

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容 成果指標
（数値目標）

達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

★通級による指導の充実及び教職員の専門性の向上に
よる教育相談・生徒支援体制の充実
○出席率の向上

★特別支援教育や不登校生徒の支援に関する研修会を年２回以上開催
する。

○例年、欠席率の高い１年生を対象として、学校生活への適応を促し、生
徒の出席率を95％以上にする。

・大学院研修派遣の教員と連携し、教職員の専門性向上に努める。

・１年生を対象に「学校生活適応感」を質問紙によって測ることで、支援を要す
る生徒を抽出し、具体的な支援を検討する機会を設ける（前期・後期に各1
回）。

Ｂ

・大学院研修派遣教員による職員研修（４月と８月）のほか、佐賀大学より講師を招聘し、校内研修会を実施できた（10月）。
・10月の相互参観授業週間にて、教員の特別支援教育に関する専門性向上を図るため、「通級による指導」の公開を行った。
・１年生全体の出席率は83.6%となり、修正目標(85%)達成はできなかったが、質問紙の結果から、欠席数の多い要因は単一な原因ではなく、学習・対人関係・学外
での問題等が輻湊している可能性が示唆された。医療や福祉等の専門家による助言なども積極的に取り入れていくことを検討したい。
・「規則正しい生活リズムで過ごし、欠席や遅刻をしないように努力した」と回答した生徒の割合は58.7％だった。

Ｂ

・特別支援教育の専門性向上に努めていると
思う。
・出席率の向上には家庭の協力も必要である
が、様々な課題を抱えている子供さんもいるの
でなかなか難しい。

★学校の特色・魅力発信の強化と広報活動の充実 ★学校説明・学校PRの機会を年間30回以上実施する。
★学校ＨＰの更新を月に４回以上行う。
★自分の学校を中学生に勧めることができる生徒の割合78％以上、教職
員の割合85％以上にする。

・SAGAハイスクールプロモーション事業、体験入学、中学校訪問、各種学校
説明会等による広報活動を積極的に行う。
・各分掌や学年に呼びかけて、HP掲載情報を収集し、活用する。
・全校集会や学校だより、校内の掲示板等を活用して、生徒及び教職員にも
学校の魅力を発信する。 Ｂ

・各中学校等に出向いての学校説明会を１８校で実施した。また、個別相談会については１６件の対応をした（前年度１６件）。そのほか、２つの地区会場での学校
説明会、太良との合同説明会（小城市）、唐津地区合同説明会（糸島市）にも参加し、管理職による訪問を約３５か所で行った。
・本年度は体験入学および秋の公開授業の案内ポスターを作成した。８月の体験入学・個別相談会の参加人数は190名（R4年度は111名）で、前年度比171％増と
なった。秋の公開授業の参加者は６７名（前年度４０名）で、前年度比168％増となった。
・学校の魅力を発信する３０秒動画に３年生の生徒が応募し、準優勝を受賞することができた。
・「自分の学校を中学生に勧めることができる」と回答した生徒の割合は47％、教職員の割合81％で、数値目標を達成することができなかった。
・次年度は、学校ホームページの更新回数を増やしたり、発信する内容の改善・工夫に努め、魅力発信を強化していきたい。

Ｂ

・学校説明会や学校訪問を積極的に行ってお
り、体験入学や公開授業の参加者増につな
がっている。
・「自分の学校を中学生に勧めることができる」
という文言を生徒がどう捉えているか、知り合
いに中学生がいないから勧める機会がないと
捉えている可能性もある。解釈の仕方の問題
かもしれない。

○地域との関わり・
地域貢献活動

○ボランティア活動

〇地域行事への参加等

○JR厳木駅や通学路の清掃活動を週２回実施する。
〇地域の方と一緒に活動した生徒の割合を70％以上にする。

・生徒会および部活動の輪番制で実施する。
・地域やNPO法人等、外部との連携を図る。

Ａ

・生徒会、部活動の輪番制で厳木駅清掃を週２回継続して実施できた。
・厳木駅活用プロジェクトに関する活動を企画甲子園に応募し、「未来賞」を受賞することができた。また、「ふるさと学習コンクール」では、最優秀賞及び優良賞を
受賞することができた。そのことを文化祭で全校生徒の前で発表するとともに、厳木地区青少年育成研究大会で発表、副市長表敬訪問で報告するなど、地域や外
部に向けて披露することができた。
・厳木駅でのお弁当販売（週1回）やギャラリーの開放（平日放課後）とベンチの設置など、地域の方やJR、教育振興会と連携して、新たなプロジェクトを進めること
ができた。
・「地域の方と一緒に活動した」と回答した生徒の割合は46.8％であったが、「私の子どもは地域の方と一緒に活動することができた」と回答した保護者の割合は
72.4％となり、大きな開きがあったが、学校設定科目「体験学習基礎」をはじめとして、積極的に地域と連携した教育活動を行うことができた。

Ａ

・今年度後期は、様々なコンテストや大会に出
場して、学校の教育活動や地域貢献活動につ
いて発表し、受賞につながっていることは素晴
らしい。
・すでに地域とつながっていろいろな活動をさ
れているし、今後、美術部とのコラボも予定さ
れており、次年度はさらに厳木高校の生徒と
様々なコラボをして発展させていくことを期待し
ている。

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育　★･･･唯一無二の誇り高き学校づくり

★唯一無二の誇り
高き学校づくり

５ 総合評価・
  次年度への展望

・新学習指導要領に対応した授業力向上と学習評価の工夫を図るため、授業相互参観週間の設定や学習評価に関する職員研修を実施することができた。次年度は教員の授業力向上を図ることで、生徒の学力向上により一層つながるよう工夫していく。
・人権尊重・情報モラル教育・マナー意識の向上を図るため、外部の専門家による講話等を積極的に取り入れることができた。次年度もSNSに関する情報モラル教育については継続して取り組んでいく。
・地域の方や教育振興会と連携し、「厳木駅活用プロジェクト」に参画することで新たな取り組みにつなげるなど、地域の活性化に貢献することができた。次年度はさらにその取り組みを発展させるとともに、そのことを積極的に情報発信していく。
・広報活動の強化により、体験入学や公開授業等の参加者が増加した。次年度は情報発信の方法についてさらなる工夫・改善を行い、志願者増につなげる。

学校関係者評価

●学力の向上

●心の教育

●健康・体つくり

重点取組
具体的取組

最終評価 学校関係者評価

重点取組

具体的取組

最終評価

２ 学校教育目標 生徒一人ひとりの個性や特性に応じたカリキュラムや体験活動を通して、地域や社会に貢献できる心豊かな人材を育成する。

３ 本年度の重点目標
・生徒一人ひとりの個性や特性を尊重し、生徒のやる気と主体性を引き出す授業の実践、および新学習指導要領に対応した授業力向上と学習評価の工夫
・多様な個性や特性を認め合い、他者を思いやる心の醸成育成と人権尊重・情報モラル・マナー意識の向上
・学校の強みと魅力発信の強化と広報活動の充実

４ 重点取組内容・成果指標

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である学校名 佐賀県立厳木高等学校

１ 前年度
  評価結果の概要

・基礎学力向上について、漢字能力検定の準２級合格率が前年度より大幅に上昇した。また、大学等進学希望者に対して1人1台の端末の活用や補習等の充実により、第１志望校への合格者数が増加した。英語や数学において、学力の正確な把握のための取組について検討する。
・部活動については、特別選抜を活かして入部した専門性の高い部員を中心として活性化に取り組み、大会やコンクール等で入賞、入選者を出した。部活動を通した体づくりや健康増進に役立てる方法を模索する。
・あいさつ運動については、生徒会や部活動を中心に計画的に実施した。また、ボランティア活動については、ＨＲや掲示板等で積極的に希望者を募った結果、地域で活動する生徒も増えつつある。
・広報活動については、管理職や教務部による個別中学校訪問や合同学校説明会への参加、体験入学や入試説明会を開催するなどして、学校紹介や入試説明等を行った。


